
１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  920  1.7  71  29.0  △10  －  19  －

22年３月期第１四半期  904  △12.9  55  31.0  △15  －  △23  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  772  07  －  －

22年３月期第１四半期  △902  32  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  5,258  3,560  67.7  139,217  77

22年３月期  5,183  3,589  69.3  140,366  88

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 3,560百万円 22年３月期 3,589百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  0 00 － － 2,500 00  2,500  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  0 00 － － 2,500 00  2,500  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  1,886  6.3  141  △1.7  141  －  79  －  3,113  83

通期  3,910  12.8  351  24.4  353  106.4  201  153.7  7,895  40



４．その他（詳細は、（添付資料）３ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規     － 社 （社名）－                      、除外     － 社  （社名）－ 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：無 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し、予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性

的情報」をご覧ください。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 27,200株 22年３月期 27,200株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 1,627株 22年３月期 1,627株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 25,573株 22年３月期１Ｑ 25,735株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）におけるわが国経済は、景気回復の

兆しが一部で見られるものの、雇用や所得環境は依然として厳しい状況にあるなど、個人消費は引き続き低調に推

移いたしました。 

 このような状況のなか、当社グループは新製品の発売や主力製品の拡販、製造コストの低減などに注力し、業容

拡大と収益確保を図ってまいりました。また、中国子会社では福建省食品・薬品監督局の製品登録許可がおり、正

式に中国国内販売がスタートいたしました。 

 売上高につきましては、代理店向け創業15周年キャンペーンが寄与し、当第１四半期連結累計期間は920百万円

（前年同期比1.7％増）となりました。 

 利益面につきましては、当社グループの生産拠点である中国において、原材料メーカーの見直しや生産効率の向

上による原価低減に努めた結果、営業利益は71百万円（前年同期比29.0％増）となりました。また、経常利益につ

きましては、為替差損及びデリバティブ評価損の計上などにより経常損失10百万円（前年同期は経常損失15百万

円）となりました。四半期純損益につきましては、繰延税金資産の計上により四半期純利益19百万円（前年同期は

四半期純損失23百万円）となりました。 

 セグメントの業績は、日本では、売上高914百万円（前年同期比1.8％増）、営業利益46百万円（前年同期比

40.2％減）、中国では、売上高311百万円（前年同期比23.9％増）、営業利益44百万円（前年同期は営業損失14百

万円）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

  当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ、74百万円増加し、5,258百万円

（前期末比1.4％増）となりました。これは、主に受取手形及び売掛金の増加によるものです。 

  負債合計は、前連結会計年度末に比べ104百万円増加し、1,697百万円（前期末比6.5％増）となりました。こ

れは、主に支払手形及び買掛金の増加によるものです。 

  純資産合計は、前連結会計年度末に比べ29百万円減少し、3,560百万円（前期末比0.8％減）となりました。こ

れは、主に配当金支払による利益剰余金の減少であります。 

  以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.6ポイント減少し、67.7％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

  当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ116百万円減少し、1,111百万円（前年同期は1,251百万円）となりました。 

   当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期連結累計期間における営業活動の結果、獲得した資金は、6百万円（前年同期は60百万円の使

用）となりました。これは、主に仕入債務の増加額が48百万円あったことによるものであります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は、24百万円（前年同期は18百万円の使 

用）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出が16百万円あったことによるものであります。

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は、95百万円（前年同期は96百万円の獲

得）となりました。これは、主に配当金の支払額が60百万円あったことによるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成23年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想については、おおむね当初の予想通りに推

移すると見込んでおり、平成22年５月14日に開示いたしました「平成22年３月期 決算短信」からの変更はあり

ません。 

  ドル建て仕入に係る為替変動リスクを低減する目的で締結した長期為替予約について時価評価により、当社グ

ループの財政状況に影響を及ぼす可能性がありますが、その場合にはすみやかに業績予想の修正を行う予定であ

ります。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

  当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め 

 られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,213,522 1,322,620

受取手形及び売掛金 705,618 648,730

有価証券 10,166 10,163

商品及び製品 347,180 356,106

仕掛品 107,556 98,737

原材料及び貯蔵品 363,248 352,626

繰延税金資産 60,570 27,079

その他 191,449 102,735

貸倒引当金 △1,401 △1,324

流動資産合計 2,997,911 2,917,477

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 810,063 816,152

機械装置及び運搬具（純額） 178,817 169,504

土地 1,028,166 1,028,166

建設仮勘定 － 1,224

その他（純額） 20,397 21,639

有形固定資産合計 2,037,445 2,036,687

無形固定資産   

のれん 35,386 40,403

その他 15,290 16,213

無形固定資産合計 50,677 56,616

投資その他の資産   

投資有価証券 14,867 15,626

繰延税金資産 15,192 14,436

その他 141,986 142,450

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 172,029 172,496

固定資産合計 2,260,152 2,265,801

資産合計 5,258,063 5,183,278



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 179,690 83,683

短期借入金 848,000 857,500

1年内返済予定の長期借入金 65,952 72,212

リース債務 19,348 18,663

未払法人税等 6,878 13,138

賞与引当金 66,767 42,248

デリバティブ負債 68,730 59,143

その他 148,439 109,224

流動負債合計 1,403,807 1,255,813

固定負債   

長期借入金 61,772 74,475

リース債務 57,756 62,086

退職給付引当金 37,062 36,110

デリバティブ負債 111,759 80,646

長期未払金 362 56,911

負ののれん 25,326 27,628

固定負債合計 294,039 337,857

負債合計 1,697,847 1,593,671

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,484,550 1,484,550

資本剰余金 1,516,900 1,516,900

利益剰余金 715,868 760,056

自己株式 △136,696 △136,696

株主資本合計 3,580,621 3,624,809

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △191 348

為替換算調整勘定 △20,214 △35,555

評価・換算差額等合計 △20,405 △35,207

少数株主持分 － 4

純資産合計 3,560,216 3,589,606

負債純資産合計 5,258,063 5,183,278



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 904,983 920,709

売上原価 535,609 480,055

売上総利益 369,373 440,653

販売費及び一般管理費 313,777 368,928

営業利益 55,596 71,724

営業外収益   

受取利息 79 42

受取配当金 132 106

受取家賃 696 976

負ののれん償却額 2,302 2,302

その他 2,397 2,731

営業外収益合計 5,607 6,157

営業外費用   

支払利息 5,383 4,065

為替差損 27,290 41,672

デリバティブ評価損 44,055 40,699

その他 126 1,620

営業外費用合計 76,856 88,057

経常損失（△） △15,652 △10,175

特別利益   

貸倒引当金戻入額 81 －

特別利益合計 81 －

税金等調整前四半期純損失（△） △15,570 △10,175

法人税、住民税及び事業税 3,158 3,963

法人税等調整額 6,331 △33,878

法人税等合計 9,489 △29,915

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△25,059 19,739

少数株主損失（△） △1,838 △4

四半期純利益又は四半期純損失（△） △23,221 19,744



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △15,570 △10,175

減価償却費 21,952 21,401

のれん償却額 8,090 5,016

負ののれん償却額 △2,302 △2,302

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24 76

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,820 24,519

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,505 952

受取利息及び受取配当金 △211 △148

支払利息 5,389 4,065

為替差損益（△は益） △286 4,070

デリバティブ評価損益（△は益） 44,055 40,699

売上債権の増減額（△は増加） △25,374 △56,446

たな卸資産の増減額（△は増加） 61,087 △7,962

仕入債務の増減額（△は減少） △71,096 48,319

長期未払金の増減額（△は減少） － △56,548

その他 29,468 1,521

小計 77,502 17,059

利息及び配当金の受取額 211 148

利息の支払額 △5,078 △4,061

法人税等の支払額 △133,231 △6,192

営業活動によるキャッシュ・フロー △60,595 6,954

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △60,192 △7,785

定期預金の払戻による収入 46,099 －

有形固定資産の取得による支出 △3,490 △16,751

無形固定資産の取得による支出 △570 －

投資有価証券の取得による支出 △149 △149

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,304 △24,686

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 176,924 △9,500

長期借入金の返済による支出 △110,509 △21,038

セール・アンド・リースバックによる収入 96,204 －

リース債務の返済による支出 △4,200 △4,428

自己株式の取得による支出 △8,902 －

配当金の支払額 △53,204 △60,763

財務活動によるキャッシュ・フロー 96,312 △95,731

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,202 △3,418

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 21,614 △116,881

現金及び現金同等物の期首残高 1,229,423 1,228,238

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,251,037 1,111,356



 該当事項はありません。  

  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 当社グループの主たる事業は、車いす製造、販売であり、製品の種類、性格、販売市場等の類似性から判断

して、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

（注）国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（千円） 
中国 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

 売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  898,561  6,421  904,983 －   904,983

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替額 
－   244,936  244,936 (244,936) －  

計  898,561  251,357  1,149,919 (244,936)  904,983

 営業利益又は営業損失（△）  78,416  △14,167  64,249 (8,653)  55,596



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、主に車いす等を生産・販売しており、国内においては当社及びランドウォーカー株式会社が、中

国においては漳州立泰医療康復器材有限公司及び厦門愛泰康復器材有限公司が、それぞれ担当しております。現地法

人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。 

 したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」及

び「中国」の２つを報告セグメントとしております。  

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

  

３．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調

整に関する事項） 

  

 （追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

  

   

 該当事項はありません。  

  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

その他 合計 
日本 中国 計 

売上高           

外部顧客への売上高 914,796 5,912 920,709 － 920,709 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 305,421 305,421 － 305,421 

計 914,796 311,334 1,226,130 － 1,226,130 

セグメント利益 46,872 44,882 91,755 － 91,755 

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計 91,755 

セグメント間取引消去 △1,337 

のれんの償却額 △5,016 

棚卸資産の調整額 △13,677 

四半期連結損益計算書の営業利益 71,724 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記


	ヘッダー1: 
	ヘッダー2: 
	ヘッダー3: ㈱カワムラサイクル（7311）　平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー4: ㈱カワムラサイクル（7311）　平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー5: ㈱カワムラサイクル（7311）　平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー6: ㈱カワムラサイクル（7311）　平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー7: ㈱カワムラサイクル（7311）　平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー8: ㈱カワムラサイクル（7311）　平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー9: ㈱カワムラサイクル（7311）　平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー10: ㈱カワムラサイクル（7311）　平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー11: ㈱カワムラサイクル（7311）　平成23年３月期　第１四半期決算短信
	フッター1: 
	フッター2: 
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -
	フッター10: - 8 -
	フッター11: - 9 -


